
学校教育目標：【自己肯定感を高め、自ら考え主体的に行動できる「けやきっ子」の育成】 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

前期の成長、後期の更なる成長を期待 
本日で令和７年度の前期教育活動が終了しました。１年生から４年生までは１００日間、５・６年

生は１０１日間、頑張って登校することができました。４月１１月（金）の始業式、４月１４日(月)の入学

式から令和７年度がスタートし、普段の授業だけでなく、遠足、運動会、集団宿泊教室、修学旅行

などの行事を通しても成長した姿を見ることができました。 

さて、全ての通知表を確認したのですが、担任の先生方から子どもたちの成長ぶりや良さがたくさん

記入してありました。その中のいくつかを紹介します。学習面では、漢字大会や計算大会に向けて練

習を重ねて努力したこと。授業で分からないことがあっても、先生や友達に質問しながら粘り強く学習

に取り組んだこと。課題を素早く取り組んだら、ミニ先生となって友達に教えたこと。発表を頑張り、自信をつけたことなど。生

活面では、係活動や当番活動を忘れずに取り組んだこと。花壇の草取りや水やりを進んで取り組んだこと。低学年の面倒

をしっかり見てくれたこと。自分の場所の掃除が終わったら、他の場所まで掃除してくれたことなど。これらの他にも、子どもた

ちの成長ぶりや良さがたくさん記入してあり、前期の教育活動を通して成長した子どもたちのことを大変嬉しく思いました。 

本日、子どもたちは通知表を持ち帰ったと思いますが、保護者の皆様からも子どもさんの前期の頑張りや成長をしっかり

と褒めてほしいと思います。学習面ばかりでなく、生活面や健康面につきましても親子で振り返ってもらい、そして、前期の反

省をもとに、後期ではどんな目標を持って取り組んでいくか話し合ってもらいたいと思います。３連休の後は直ぐに後期教育

活動が始まりますが、後期でも更なる成長ができますよう、ご家庭でも子どもさんへの励ましやご支援をお願いします。 
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前期をもちまして、弱視学級児童の転出のた

め弱視学級が閉級となりました。それに伴い、弱

視学級を担任していただいた今村美幸先生も六

栄小学校を退任されることになりました。 

今村先生は本校に５年６カ月勤務していただ

きました。４年生、１年生、特別支援学級の担任

として子どもたちの成長に関わっていただきました。     

今後は、荒尾中央小学校で勤務されることに

なります。これまで本校の教育にご尽力していただ

いた今村先生の今後のご活躍とご健康を祈念し

ておりますと共に、保護者・地域のみなさんにも今

村先生の退任につきましてお知らせいたします。 

今村先生、ありがとうございました。 

１０月７日(火)に５年生が稲刈りをしました。今年は厳

しい暑さで順調に成長してくれるか心配していたのです

が、猛暑を無事に乗り越えたくさんの実をつけてくれまし

た。今後は、しばらくの間、校長室の前で掛け干しをして

稲を乾燥させます。乾燥後は、脱穀、精米をして、５年

生全員でおにぎりを作って食べる予定です。 

米つくりを通して、米つくりの大変さだけでなく、食への

感謝の気持ちも育っていることでしょう。 

本日をもちまして前期教育活動が無事に終了いたしまし

た。様々なことがありましたが、大きな事故や怪我がなく子ど

もたちが元気に学校生活を送れたことが最大の喜びです。 

六栄小学校の子どもたちは素晴らしい力と可能性を持っ

ています。その力と可能性を更に伸ばせるよう、後期教育活

動も職員一丸となってしっかりと取り組んでまいります。 

後期教育活動におきましても、保護者や地域の方々の

ご理解とご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 最近は、日暮れの時刻が早くなりました。以前

は午後６時までに帰宅するように指導していました

が、日暮れが早くなりましたので午後５時までには

帰宅するように指導しています。 

子どもたちの命を守るためにも、午後５時までの

帰宅についてご家庭でもご指導お願いします。 

校長室前のベランダに掛け干した稲の様子 


